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平成26年度上期　事業の概要
　当地域の景況は消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響もやや薄れ、緩やかに回復して
いるものと思われます。こうした中、当金庫は、雇用創出や地域経済の活性化を目的に呉地域の行政
機関、中小企業支援機関で構成される「呉創業支援ネットワーク」を設立しました。
　法人・個人事業者のお客様には創業支援のほか各種ローンを通してお客様や地域の成長の実現に
取組んでまいりました。また、個人のお客様には、ライフステージに応じた多様な金融サービスの提
供に努めてまいりました。
　この結果、当金庫の業績は、預金積金は期中202億円増加（3.04％増）し、貸出金残高は期中3
億円の増加（0.10％増）となりました。また、収益面では、経常収益は前年同期比50百万円増収と
なり、当期純利益は前年同期比5億7百万円の増益となりました。

　預金金利が低水準で推移する中、お客様の金利メ
リットにお応えする｢満期特約付定期預金（ハットト
リック）｣を販売しました。また、お客様のライフス
テージに合わせた商品提案として、子育て世代を中
心に「アンパンマン定期2014」、幅広い世代に「ファ
ミリーサポート定期積金」、相続取得資金を対象とし
た「相続定期預金（天（そら）からの手紙）」を積極
的に販売し、地域密着を深める営業活動に努めてま
いりました。
　その結果、預金積金は期中202億円増加し、9月
末残高は6,874億円となりました。

　お客様のライフステージに合わせた金融資産形成・
運用をお手伝いするため、投資信託や保険商品の品
揃えを充実するとともに、窓口係やマネー・アドバ
イザーを中心とした積極的な営業活動を行い、預り
資産は期中12億円増加し、9月末残高は721億円と
なりました。

■ 預金積金 ■ 預り資産
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■ 預金積金残高

■ 預金者別預金構成比 ■ 預金積金・預り資産合計残高
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　お客様に選ばれる金庫を目指し、「お客様に感謝され
る活動」を通して、考動力・提案力の強化を図り、きめ
細かい資金提供に努めてまいりました。
　法人・個人事業者のお客様に対しては、ビジネス
マッチング、各種補助金の活用支援、知的資産経営
セミナーの開催等を通じて、事業の成長・再生に関
する課題解決のサポートに取り組みました。また、個
人のお客様に対しては、職域サポート契約制度「ジョ
イアクトクラブ」の取扱を開始し、契約締結先の従
業員のみなさまにライフステージに沿った提案セー
ルスを実施しました。
　これらの取組みにより、貸出金は期中３億円増加
し、９月末残高は3,555億円となりました。

■ 貸 出 金

　お客様からお預かりしている資金の一部は、安全
性を重視し、比較的リスクの低い国内債券を中心と
した有価証券および信金中央金庫（信用金庫の中央
機関）への預け金などで運用しています。
　有価証券と預け金の合計額は、期中215億円増加

し、9月末残高は3,724億円となりました。
　また、有価証券全体の評価損益は、市場金利の低
下により債券の時価が上昇したことを主因として、
前期末比13億円増加し、51億円の含み益となって
います。

■ 有価証券等
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■ 有価証券等残高 ■ 有価証券の時価情報（平成26年9月末）

（単位：百万円）取得価額
（A）

時価
（B）

評価損益
（B）－（A）

その他有価証券 226,150 231,220 5,070

株式 1,876 2,236 359

債券 210,191 214,568 4,376

その他 14,082 14,416 334

満期保有目的の債券 2,251 2,375 123

子会社・関連会社株式 41 41 ─

合　　　　計 228,443 233,637 5,193（注） 有価証券残高は、その他有価証券が時価、満期保有目
的の債券および子会社・関連会社株式は取得価額で計上
することとなっております。

（単位：百万円）

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

0

（単位：億円）

平成26年9月末平成26年3月末平成25年9月末

3,483 3,5553,552

サービス業
10.2％

建設業
3.9％

運輸業・郵便業
5.2％

地方公共団体
12.6％

その他
2.0％

卸売業・小売業
6.7％

製造業
9.7％

不動産業
17.7％

個人
31.7％

法人
55.5％

■ 貸出金業種別残高構成比（平成26年9月末）

■ 貸出金業種別残高内訳 （単位：億円）

業　　種 平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

製 造 業 360 337 344

卸売業・小売業 248 234 239

運輸業・郵便業 182 192 186

サ ー ビ ス 業 310 364 363

建 設 業 128 138 141

不 動 産 業 615 633 630

そ の 他 59 72 70

地方公共団体 457 450 450

個 人 1,121 1,127 1,129

合　　計 3,483 3,552 3,555

■ 貸出金残高
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平成26年度上期の業績
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■ 不良債権額（金融再生法に基づく開示額）・不良債権比率

（単位：億円）

（単位：億円）

（注）総与信＝正常債権＋不良債権

■ 保全率・不良債権比率

　不良債権については、削減に向け計画的な回収を
図るとともに、外部専門機関と連携した事業再生や
経営改善支援によるランクアップの推進とランクダ
ウンの防止に努めてまいりました。その結果、不良
債権額は期中12億円減少し209億円となり、不良
債権比率は期中0.36ポイント改善し5.87％となり
ました。
　なお、こうした不良債権は貸倒引当金や担保・保
証等によって保全されており、保全率は77.56％と
なっています。残りの約22％にあたる47億円は、
自己資本（406億円）により、十分カバーされてい
ます。

■ 金融再生法開示債権

■ コア業務純益・経常利益
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　経常収益は、貸出金利息など資金運用収益（前年
同期比2億50百万円減）や有価証券売却益（同3億
42百万円）が減少したものの、貸倒引当金の戻入益
が7億25百万円あったことにより、64億94百万円
と前年同期比50百万円の増収となりました。
　経常費用は、不良債権処理費用（前年同期比2億
18百万円減）や経費（同1億33百万円減）の減少、
国債等債券売却処理（同88百万円減）を実施しなかっ
たことなどから、48億94百万円と前年同期比4億
39百万円の減少となりました。
　この結果、経常利益は16億円と前年同期比4億
89百万円の増益、当期純利益は11億74百万円と前
年同期比5億7百万円の増益となりました。
　なお、コア業務純益は6億94百万円と前年同期比
1億45百万円の減益となりました。

区　分 平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

破産更生債権等（Ａ） 57 48 49

危険債権（Ｂ） 168 126 114

要管理債権（Ｃ） 51 47 46
上記合計額

（D）=（A）＋（B）＋（Ｃ） 276 222 209

正常債権（E） 3,228 3,348 3,363
合計額

（F）＝（D）＋（E） 3,505 3,570 3,573

区　分 平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

不良債権額（A） 276 222 209 

保全額（B） 222 173 162

保全率（B）÷（A） 80.62% 77.96% 77.56%

総与信（C） 3,505 3,570 3,573

不良債権比率（A）÷（C） 7.88% 6.23% 5.87%

■ 経常収益

区　分 平成25年9月期 平成26年3月期 
（通期） 平成26年9月期

経常収益 6,444 13,283 6,494

（単位：百万円）

■ 不良債権の状況

■ 損益の状況

（注） コア業務純益とは、金融機関固有の収益指標である業務
純益から国債等債券損益と一般貸倒引当金繰入額を控除
したもので、信用金庫本来の事業活動のみの利益を示す
指標です。
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■ 自己資本比率（単体）の状況（概算値）
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（注）  信用金庫では正式な中間決算を行っていませんので、
平成25年9月末および平成26年9月末の自己資本額と
自己資本比率は概算値となります。

　自己資本額の増加などにより、自己資本比率（概
算値）は12.88％と、期中0.06ポイント上昇しま
した。

■ 自己資本比率

　自己資本額（概算値）は、期中４億円増加し406
億円となりました。

⑵ 自己資本比率⑴ 自己資本額

（単位：百万円）貸借対照表
科　　　　　　　目 平成25年9月末 平成26年9月末
《資産の部》

現 金 5,825 6,792 
預 け 金 166,834 138,984 
コ　ー　 ル　 ロ　ー　 ン 307 264
有 価 証 券 217,777 233,513 
貸 出 金 348,316 355,560 
外 国 為 替 185 118 
そ の 他 資 産 4,252 3,518 
有 形 固 定 資 産 9,337 8,916  
無 形 固 定 資 産 345 257
前 払 年 金 費 用 ─ 377
繰 延 税 金 資 産 2,390 1,594 
債 務 保 証 見 返 1,092 948
貸　 倒　 引　 当　 金 △14,596 △9,435 
資 産 の 部 合 計 742,067 741,412 

《負債の部》
預 金 積 金 690,846 687,479 
借 用 金 5,619 4,253 
そ の 他 負 債 2,544 2,569
賞 与 引 当 金 406 397
退 職 給 付 引 当 金 1,053 1,060
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 129 95
睡眠預金払戻損失引当金 107 99
再評価に係る繰延税金負債 1,098 1,050
債 務 保 証 1,092 948
負 債 の 部 合 計 702,897 697,953 
《純資産の部》

出 資 金 3,016 3,007 
利 益 剰 余 金 30,983 34,092 
処 分 未 済 持 分 △0 △0
会 員 勘 定 合 計 33,999 37,099 
その他有価証券評価差額金 2,365 3,679 
土 地 再 評 価 差 額 金 2,804 2,679 
評 価 換 算 差 額 等 合 計 5,170 6,358 
純 資 産 の 部 合 計 39,170 43,458 
負債及び純資産の部合計 742,067 741,412 

損益計算書 （単位：百万円）

科　　　　　　　目 平成25年9月期 平成26年9月期

経 　 常 　 収 　 益 6,444 6,494

資 金 運 用 収 益 5,187 4,937

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） 3,743 3,623

（ う ち 預 け 金 利 息 ） 213 175

（うち有価証券利息配当金） 1,164 1,071

役 務 取 引 等 収 益 632 581

そ の 他 業 務 収 益 158 64

そ の 他 経 常 収 益 466 910

経 　 常 　 費 　 用 5,333 4,894

資 金 調 達 費 用 431 407

（うち預金積金利息） 403 381

役 務 取 引 等 費 用 437 446

そ の 他 業 務 費 用 95 4

経 費 4,113 3,980

そ の 他 経 常 費 用 255 55

経 　 常 　 利 　 益 1,110 1,600

特 　 別 　 損 　 失 6 8

税 引 前 当 期 純 利 益  1,103 1,591

法人税、住民税及び事業税 329 418

法 人 税 等 調 整 額 107 △ 1

当   期   純   利   益    667 1,174

（注）  信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この
半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。

  従って本紙に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けてお
りません。

  なお、平成25年9月末に「その他資産」に含めていた「前払年
金費用」は、信用金庫法施行規則別紙様式の改正を適用し、平成
26年9月末は独立掲記しています。
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第57回呉みなと祭
4月29日、第57回呉みなと祭が
開催され、今年は「お客様に選ば
れるくれしん」の横断幕を先頭に、
それいけ！アンパンマンの花車や
神輿でパレードに参加しました。

第16回地域活性化支援制度
「グッドラック」助成先決定
9月18日、アクティブベー
スくれによる地域活性化支
援制度「幸運(グッドラック)」
の目録贈呈式が行われまし
た。今回は18先の応募の中
から5先を決定し総額500
万円の助成を行いました。

平成26年度上期のトピックス
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■ 設立：大正14年9月2日 ■ 本店所在地：呉市本通2丁目2番15号　
■ 店舗数：43店舗（うち1出張所） ■ 店舗外ATMコーナー　39ヵ所　■ 常勤役職員数：701名

当金庫の概要
（平成26年9月30日現在）

金融教室開催
6月11日長迫小学校で、6月12
日天応小学校で、5年生を対象
に「お金の基礎知識」や「お金
の上手な使い方」をテーマとし
て、クイズ形式などで金融教室
を開催しました。

第20回くれしん少年サッカー大会
9月6日・7日、第20回くれしん少年サッカー大会を開催
しました。
大会では、呉市、竹
原市、東広島市、江
田島市、安芸郡坂町
の22チ ー ム369名
の選手による熱戦が
繰り広げられました。

地域活動への取組み
第19回
くれしんママさんバレーボール大会
7月12日・13日、第19回くれしんママ
さんバレーボール大会を開催しました。大
会では、優勝の栄冠を目指し地域の部から
17チーム、クラブの部から25チームの合
計42チ ー
ムの選手に
よる熱戦が
繰り広げら
れました。

 4月 ●「くれしん育英会」奨学生10名採用〔２日〕
  ●新入社員「ビジネスマナー・金融知識セミナー」開催 
 〔15日〕
  ●第57回呉みなと祭パレード参加〔29日〕
 6月 ● 呉市立長迫小学校と呉市立天応小学校で 

「金融教室」開催〔11・12日〕
  ● 「知的資産経営セミナー」開催〔10日〕
  ● 第89期通常総代会開催〔17日〕
 7月 ● 公益財団法人ひろしま産業振興機構との 

創業支援に係る業務連携・協力に関する覚書締結〔1日〕
  ● 職域サポート契約制度「くれしんジョイアクトクラブ」

取扱開始〔3日〕
  ● 海外留学生（台湾政治大学）を対象とした 

「もっと知って呉ツアー」実施〔7日〕
  ● 第19回くれしんママさんバレーボール大会開催 

 〔12・13日〕
 8月 ● 海外留学生（INU学生）を対象とした 

「もっと知って呉ツアー」実施〔4日〕
  ● 中学生職場体験「キャリア・スタート・ウィーク」実施 

 〔20～ 26日〕
 9月 ●第20回くれしん少年サッカー大会開催〔6・7日〕
  ● インターンシップ研修生受入〔8～12日〕
  ● 「呉創業支援ネットワーク」設立〔12日〕

「知的資産経営セミナー」開催〔6月10日〕

「呉創業支援ネットワーク」設立〔9月12日〕


